
田植え（6月14日撮影）　〜綾小学校５年生がＪＡ青年部の皆さんの指導のもと田植えを体験しました〜

「照葉樹林」を未来へ 
　　～世界初 「照葉樹林サミット」 開催～ 
7月24日のアナログ放送停止まであと２3日！！ 

【特集】

広報あや

A Y A
P u b l i c  R e l a t i o n s

平成23年6月26日発行

2011 No.112

7
July

綾町は日本で最も美しい村連合に 
加入しています。 

大丈夫ですか？あなたの家の風水害対策

宮崎地区中学校総合体育大会結果

照葉大吊橋リニューアルオープンのお知らせ 他


国民健康保険税についてのお知らせ

・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・

・・・・・・・

P 5   

P 6   

P12～ 

P18～ 

綾町  
人口  
の  

男
女

総　数
世帯数

転入
転出

20
14

出生
死亡

5
9

3,396
3,895
7,291
3,000

（＋ 2）
（＋ 0）
（＋ 2）
（＋ 6）

※（　　）は前月比
　現住人口調査6月1日現在



1

「照葉樹林」を未来へ 
～世界初の開催「国際照葉樹林サミットin 綾」～ 

 International  TERUHA  Forest  Conference

　
昨
年
、
口
蹄
疫
の
発
生
状
況
下
で
延
期
に
な
っ
た
「
国
際

照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
in
綾
」
が
、
５
月
21
、
22
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
民
あ
げ
て
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
５
３
０
名

を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、｢

照
葉
樹
林
都
市
　
綾｣

の
存
在

と
取
り
組
み
が
世
界
に
発
信
で
き
ま
し
た
。
地
球
儀
上
で

は
、
針
先
の
面
積
位
し
か
な
い
綾
町
の
動
き
が
、
国
連
生
物

多
様
性
条
約
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
会
議
事
務
局
の
５
月
21
日
付
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
21
、
22
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
22
日

の
大
会
宣
言
も
全
文
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
何
故
、
即
日
に
国
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
る

位
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　 

　
地
球
全
体
で
見
た
時
、
人
間
の
生
き
る
の
に
必
要
な
資

源
の
す
べ
て
を
提
供
し
て
き
た
原
生
的
な
多
様
な
自
然
、

そ
の
環
境
に
依
存
し
て
進
化
・
発
展
し
て
き
た
多
様
な
生

物
は
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
殆
ど
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
地
球
環
境
そ
の
も
の
に
様
々
な
異
変

が
現
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
原
因
は
、
人
間
中
心
主
義
の
豊

か
さ
の
追
求
に
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
綾
町
は
、
１
９
６
６
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
「
自
然
と
の
共
存
」
を
目
指
し
、
特
に
里
地
・
里
山
を
中

心
に
様
々
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
国
連
が
「
人
類
が
直
面
し
て
い
る
環
境
の
危
機

対
策
」
と
し
て
、
具
体
的
に
動
き
始
め
た
１
９
７
０
年
代
当

初
よ
り
も
早
い
も
の
で
す
。
世
界
の
有
識
者
が
綾
の
取
り

組
み
に
関
心
を
示
す
理
由
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。 

　
２
０
０
５
年
に
は
綾
町
面
積
の
44
％
を
占
め
る
国
有
林

を
管
理
す
る
九
州
森
林
管
理
局
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
、
町
、

日
本
自
然
保
護
協
会
、
て
る
は
の
森
の
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の
５

者
間
で
協
定
書
を
結
び
、
通
称｢

綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト｣

が
、
奥
山
を
中
心
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
で
、
綾
町
全
域
が
「
自
然
と
調
和
し
た
照
葉
樹
林
都
市
　

綾
」
の
町
づ
く
り
の
基
盤
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
基
盤
は
で
き
た
と
し
て
も
、「
綾
町
憲
章
」
に

定
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
具
現
化
は
ま
だ
一
部
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
綾
町
の
取
り
組
み
の
検
証
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
具
現
化
の
ヒ
ン
ト
や
手
法
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
照
葉
樹
林

帯
を
有
す
る
海
外
の
ブ
ー
タ
ン
、
中
国
雲
南
省
、
韓
国
南
部

の
木
浦
の
他
、
日
本
の
各
地
か
ら
研
究
者
及
び
地
域
づ
く

り
の
実
践
家
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
報
告
や
討
論
、
現
場
検

証
等
を
内
容
と
す
る
サ
ミ
ッ
ト
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
サ
ミ
ッ
ト
に
も
拘
ら
ず
、
国
連
や
マ
ス
コ
ミ

等
の
動
き
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
十
分
手
ご
た
え
が
あ

り
、
各
方
面
か
ら
も
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。 

　
綾
町
は
今
、
ユ
ネ
ス
コ
の
人
と
環
境
の
調
和
を
目
指
し

た
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
事
業
「
優
れ
た
自
然
の
保
護
・
保
全
と
資
源

の
持
続
的
利
用
」
の
推
進
指
定
地
【
生
物
圏
保
存
地
域
（
Ｂ

Ｒ
）(

通
称
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク)

】
に
向
け
て
も
取
り
組

み
中
で
す
。
サ
ミ
ッ
ト
で
の
評
価
を
受
け
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
登
録
を
実
現
し
、｢

綾
憲
章｣

の
目
指
す
地
域
づ
く
り

を
一
歩
ず
つ
前
に
前
進
さ
せ
、｢

綾
モ
デ
ル｣

と
し
て
シ
ス
テ

ム
化
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

綾
町
役
場
　
照
葉
樹
林
文
化
推
進
専
門
監
　 

河
　
野
　
耕
　
三 

国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
in
綾 

国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
in
綾 
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国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト

国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
in
綾 

開会式・基調講演・分科会（テーマ別討議） 

現地見学会（エクスカーション） 

1日目 
5
21

sat

2日目 
5
22

sun

▼ 第1分科会 
照葉樹林を活かした地域づくり～ 
ユネスコエコパークと市民参加 

▼ 基調講演 

▼Ａコース 
森林総研プロット見学と 
大森岳林道散策 

▼Ｄコース 
猟師が案内する綾の森 

▼Ｃコース 
森林セラピー体験（川中国有林） 

▼Ｆコース 
綾ほんものセンター見学と 
伝統工芸めぐり＆農園見学 

▲Ｂコース 
綾南林道『多古羅』作業小屋～分校跡 

▲Ｅコース 
綾の森を一望するトレッキングルートめぐり 

▼ 第2分科会 
里山照葉樹林の恵みと危機 

▲ 交流会 
閉会式終了後、参加者の親睦会を 
開催しました。 

▼ 第3分科会 
照葉樹林・生活文化の発展的継承 

▼ 第4分科会 
体験分科会　親子で作る！木工教室 

国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト

国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
in
綾 
国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
in
綾 
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7月24日のアナログ放送停止まで 

（7月1日現在で）あと23日！！ 
地
デ
ジ
受
信
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す 

 

　
平
成
23
年
７
月
24
日
、
全
国
一
斉
に
地
上

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が
終
了
し
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
み
の
放
送
に
な
り
ま

す
。 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
従
来
の

ア
ナ
ロ
グ
方
式
と
比
べ
て
、
よ
り
高
品
質
な

（
ゴ
ー
ス
ト
や
雑
音
の
な
い
）
映
像
と
音
声
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
放
送
で
す
。 

　
現
代
の
生
活
の
な
か
で
最
も
身
近
な
「
テ

レ
ビ
」
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
に

な
い
豊
か
で
便
利
な
新
し
い
世
界
を
実
現
し

ま
す
。 

 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
す
る
に
は 

 

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る
。 

②
今
の
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録

画
機
器
を
買
い
足
す
。 

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す
る
。 

 

※
①
・
②
に
関
し
て
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

が
必
要
に
な
る
か
、
ア
ン
テ
ナ
の
調
整

が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の 

　
支
援
に
つ
い
て 

 

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
世
帯
に

対
し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
世
帯
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援 

【
支
援
の
対
象
】 

生
活
保
護
世
帯
や
障
害
者
非
課
税
世
帯

な
ど
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免

除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
。 

【
支
援
の
内
容
】 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め

の
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
―
の
無
償
給
付
。
ま

た
必
要
に
応
じ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問

設
置
及
び
ア
ン
テ
ナ
改
修
。 

 

　
▼
問
い
合
わ
せ
先
▲ 

　
役
場
福
祉
保
健
課
　
1

七
七
―
一
一
一
四 

 
②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
へ
の
支
援 

【
支
援
の
対
象
】 

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯 

【
支
援
内
容
】 

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
と
電

話
サ
ポ
ー
ト
。 

 

　
▼
問
い
合
わ
せ
先
▲ 

　
役
場
企
画
財
政
課
　
1

七
七
―
二
九
四
八 

【
申
込
方
法
等
に
つ
い
て
】 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
付
後
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ

ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
ご
郵
送
く
だ
さ

い
。
申
込
書
等
関
係
書
類
は
役
場
企
画
財

政
課
に
あ
り
ま
す
。 

 【
申
込
期
限
】 

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で(

当
日
消
印
有
効) 

 

※
締
切
直
前
に
な
る
と
申
込
が
集
中
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

  

　
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ 

 

◆
支
援
制
度
に
つ
い
て
（
総
務
省
地
デ
ジ
チ

　
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援 

　
　
　
1

〇
五
七
〇
―
〇
三
三
八
四
〇 

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援 

　
　
　
1

〇
五
七
〇
―
〇
二
三
七
二
四 

 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
契
約
・
放
送
受
信
料
免
除

　
に
つ
い
て(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー) 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
に
つ
い
て 

　
　
　
1

〇
五
七
〇
―
〇
〇
〇
五
八
八 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
契
約
に
つ
い
て 

　
　
　
1

〇
五
七
〇
―
〇
七
七
〇
七
七 
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地
デ
ジ
臨
時
電
話
相
談
コ
ー
ナ
ー
を 

　
開
設
し
ま
す 

               

　
地
デ
ジ
未
対
応
の
世
帯
や
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
方
に
も
身
近
な
役
場
に
、『
臨
時
電
話

相
談
コ
ー
ナ
ー
』
を
開
設
し
ま
す
。 

　
カ
ウ
ン
タ
ー
に
地
デ
ジ
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
自

由
に
お
取
り
下
さ
い
。 

 【
開
催
場
所
】　
綾
町
役
場  

 【
実
施
期
間
】　
７
月
１
日（
金
）〜
８
月
26
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　
※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く  

 【
実
施
時
間
】　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

 

 

※
地
デ
ジ
に
関
す
る
ご
相
談
は
カ
ウ
ン
タ

ー
に
設
置
さ
れ
た
専
用
電
話
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ボ
タ
ン
一
つ
で
総
務
省
地

デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
【
1

〇
九
八
五

―
六
八
―
二
二
一
一
】、
も
し
く
は
地

デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

【
1

〇
五
七
〇
―
〇
二
三
七
二
四
（
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
）】
に

無
料
で
直
接
つ
な
が
り
ま
す
。 

７月１日以降 ７月24日正午以降 停　波　後 

通常番組の画面上に終了日までの
カウントダウン等を表示します。 
定期的に、全画面スーパーや 

ブルーバック等の「お知らせ画面」が
短時間挿入されます。 

７月24日正午から 
ブルーバックの 

お知らせ画面を表示します。 
24時までに停波します。 

７月24日24時までに 
停波し、 

この後は、映りません。 

地デジ詐欺にご注意ください！！  
地デジ化に便乗した詐欺が発生しています。国や放送局がお金
を請求することは絶対にありません。 おかしいな？と思ったら

地デジコールセンターか、お近くの警察にご連絡をお願いします。 
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こ
れ
か
ら
台
風
の
時
期
を
迎
え
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し

や
す
い
季
節
に
入
り
ま
す
。
毎
年
、
全
国
各
地
で
台
風
が
発
生
し
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
き
ま
す
。
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
、
自
分
や
家
族
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
、
正
し
い
防
災
知
識

を
持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
対
策
を
立
て
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

◆ 

家
庭
で
で
き
る
風
水
害
対
策 

◆ 

①
防
災
行
政
無
線
の
広
報
や
気
象
情
報
を
注
意
深
く
聞
き
、外
出
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
。 

②
非
常
持
出
袋
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
予
備
の
電
池
を
常
備
し
て
お
く
。 

③
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
・
生
活
用
水
を
数
日
分
確
保
す
る
。 

④
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
家
財
道
具
を
で
き
る
だ
け
高
い
場
所
に
移
す
。
タ

ン
ス
の
引
き
出
し
や
押
入
の
下
の
段
の
物
は
上
の
段
に
移
す
。 

⑤
お
年
寄
り
、乳
幼
児
、病
人
、障
害
者
は
で
き
る
だ
け
安
全
な
部
屋
に
移
動
し
て
お
く
。 

⑥
避
難
す
る
場
合
は
靴
や
長
靴
を
履
く
（
裸
足
や
ス
リ
ッ
パ
は
危
険
）。 

⑦
家
族
で
も
う
一
度
避
難
場
所
と
避
難
コ
ー
ス
を
確
認
し
あ
い
、
避
難
す
る
際
は
ガ

ス
の
元
栓
や
電
源
を
必
ず
切
り
、
風
雨
が
強
ま
る
前
に
避
難
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。 

⑧
危
険
な
場
所
を
知
っ
て
お
こ
う
。 

　
地
域
の
公
民
館
な
ど
に
あ
る
「
土
砂
災
害
危
険
区
域
図
」
に
表
示
の
あ
る
危
険
個
所
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
」
の
表
示
柱
が
設
置
さ

れ
て
い
る
地
域
の
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

【 

災
害
に
関
す
る
問
合
せ
先 

】 
 

●
役
場
総
務
税
政
課
　
消
防
管
財
係 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
七
七
―
一
一
一
二 

 

◆ 

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◆ 
 『

台
風
時
の
停
電
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
』 

　
台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
停
電
情
報
は
九
州
電
力
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。 

『
災
害
が
起
き
た
ら
』 

　
も
し
、
切
れ
た
電
線
を
見
た
ら
？ 

　
切
れ
た
電
線
を
見
つ
け
た
ら
、
危
険

で
す
の
で
絶
対
に
触
ら
ず
に
九
州
電
力

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 【 

九
電
へ
の
問
合
せ
先 

】 

●
九
州
電
力
　
宮
崎
営
業
所
　 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
二
〇
―
九
八
六
―
七
〇
四 

◆ 

発
電
所
・
ダ
ム
か
ら
の
お
願
い 

◆ 
 

　
綾
北
川
上
流
に
あ
る
綾
第
一
発
電
所
、

綾
第
二
発
電
所
で
は
、
発
電
の
出
力
変

動
に
伴
い
、
発
電
所
か
ら
河
川
に
放
流

さ
れ
る
水
量
が
増
え
た
り
減
っ
た
り
し

ま
す
。
綾
北
川
下
流
で
は
、
天
候
に
か
か

わ
ら
ず
水
量
や
水
位
が
急
に
変
化
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
綾
南
川
の
上
流
に
は
綾
南
ダ
ム
、

綾
北
川
の
上
流
に
は
綾
北
ダ
ム
・
田
代

八
重
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
大
雨
が
降
る

と
き
な
ど
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
こ
と
が

あ
り
、
放
流
の
前
に
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
天
候
に
よ
っ
て
は
、
ダ
ム
下
流
で
急

激
に
水
位
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
必
ず
川

か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。 

　
河
川
に
立
ち
入
ら
れ
る
と
き
は
、
水

位
の
変
化
に
十
分
気
を
つ
け
、
水
難
事

故
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

大
丈
夫
で
す
か
？ 

　
あ
な
た
の
家
の
風
水
害
対
策 

 

災害危険箇所調査 
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教育 
委員会 
77－1183

教育委員会だより52号（H23.7月号） 
宮崎地区中学校総合体育大会結果（県大会出場種目のみ掲載） 

◆ソフトテニス　女子団体（優勝） 
　予選リーグ（2勝0敗）１回戦　○ 3－0 生目南　　２回戦　○ 3－0 住　吉 
→決勝トーナメント　　 １回戦　○ 2－1 田　野　　２回戦　○ 2－1 高　岡 

準決勝　○ 2－1 　檍　　　決　勝　○ 2－1 佐土原  
◆ソフトテニス　女子ダブルス 
　漆島・蓮子ペア（ベスト16）　宮本・佐藤ペア（ベスト16） 
　河野・竹内ペア（３回戦突破） 重永・押川ペア（２回戦突破） 
 
◆柔道　男子団体（準優勝） 
　予選リーグ（2勝0敗）１回戦　○ 5－0 清　武　　２回戦　○ 5－0 木　花　　  
→決勝トーナメント　　 １回戦　○ 4－0 　檍　　　準決勝　○ 5－0 佐土原 

決　勝　● 2－2 日　大 
（内容負け） 

◆柔道　男子個人 
－55kg級／谷　口（２位） －66kg級／川　 （３位） －73kg級／西　村（２位） 
－90kg級／井　野（優勝） －90kg級／池　口（３位） 90kg超級／後　迫（優勝）  
◆柔道　女子団体（優勝） 
　予選リーグ（2勝0敗）１回戦　○ 3－0 本　郷　　２回戦　○ 3－0 東大宮　  
→決勝リーグ　　　　 　 　○ 3－0 日　大　　 　△ 0－0 宮崎北  
◆柔道　女子個人 
－48kg級／竹之井（３位） －52kg級／日　高（２位） －57kg級／後　迫（２位） 
－63kg級／矢　部（優勝） －63kg級／邊木園（２位） －70kg級／坂　口（２位） 

 
女子団体 
  
 

女子ダブルス 
漆島・蓮子ペア 
宮本・佐藤ペア  

 
男子団体 
  

男子個人 
谷口・川 ・西村 
井野・池口・後迫 

  
女子団体 
 
 

女子個人 
竹之井・日高・後迫 
矢部・邊木園・坂口 
中野・金澤 

競　技　結　果 県大会出場 

第62回宮崎地区中学校総合体育大会が県内で開催されました。その中で下記種目が 
県大会に出場することが決まりました。皆様のあたたかいご声援をよろしくお願いします。 

■ プールであそぼう 
 

　小学校横にある町プールを開放します。今年か

ら幼児プールのみの開放となります。ルールを守

って楽しく使用してください。 

 

期　間　７月21日（木）～８月31日（水） 
※ただし８月13日～15日の３日間は使用できません。 
※水質検査により使用できないことがあります。 

時　間　午前10時～正午 ／ 午後２時～４時 

注意事項 
　○未就学児の利用は、必ず保護者が同伴すること。 
　○体調が悪い時はプールに入らない。 
 

問い合わせ……てるはドーム 277-1115

■ 社会教育委員が 
■ 次のとおり決まりました。 
 

　社会教育委員は、社会教育に関して教育委員会に

助言をするため、次のような活動を行っています。 

 

・教育委員会の諮問に応じ、意見を述べること。 
・社会教育に関して意見を述べたり、社会教育
関係団体や社会教育指導者、その他関係者に
対して青少年教育に関する事項についての指導、
助言を行うこと。 
 
　今回、２年の任期（平成25年３月31日まで）で、

次の５名に社会教育委員を委嘱いたしました。よ

ろしくお願いいたします。 

　押田　　明さん（古屋）　　坂田　愛子さん（南麓） 
　海老原寿子さん（神下）　　三輪喜久夫さん（上畑） 
　岩切　忠男さん（杢道） 

●

 

●
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【 一般書 】 
東日本大震災　写真集 

初めてでもできる「会計」〈自治会・町内会〉  

うまくなる！ グラウンド・ゴルフ技術  

子どもがかかる耳・鼻・のどの病気百科 

ミニ＆ベビー野菜のコンテナ菜園 

続・時をかける少女　　　 石山　透/著  

天魔ゆく空　　　　　　   真保 裕一/著 

偉大なる、しゅららぼん　 万城目 学/著  

しっぽちゃん　　　　　　群 ようこ/著 

【 児童書 】 
１０分で読める伝記　1年生 

ピアノはともだち 

ミヤマ物語　第２部　　あさの あつこ/著 

怪盗ブラックの宝物　　那須　正幹/作 

おかあさん 

おじいちゃんちのたうえ 

きつね、きつね、きつねがとおる　 

みんなであなたをまっていた 

お す す め の 本  お す す め の 本  ※他にもたくさんの本が入っています 

てるは 
図書館 
77-0180

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
サ
ー
ビ
ス 

　
図
書
館
に
は
３
台
の
利
用
者
用
パ
ソ
コ

ン
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
、
い
ろ
ん
な
地
域
の
旬
の
話

題
や
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
内
容
（
レ
シ

ピ
や
応
募
先
）
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
方

に
は
、
操
作
方
法
を
簡
単
に
ご
説
明
い
た

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

　
た
だ
し
、
印
刷
や
書
類
の
作
成
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

  

図
書
館
を
楽
し
く
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の

利
用
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

＊
毎
週
土
曜
日
は
、
決
ま
っ
て
午
後
２
時

か
ら
の
「
お
は
な
し
会
」
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
間
、
自
分
は
本
を
ゆ
っ
く
り

選
ん
で
、
そ
の
後
子
ど
も
た
ち
と
近
く
の

公
園
で
遊
び
ま
す
。
子
ど
も
も
毎
週
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

第
３
土
曜
日
は
映
写
会
も
や
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
だ
け
で
な
く
公
園
で
遊
ぶ
楽
し
み

も
加
わ
っ
て
良
い
休
日
で
す
ね
。 

 

＊
旅
行
に
行
く
場
所
は
１
回
限
り
な
の
に
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
買
う
の
は
も
っ
た
い
な

い
気
が
し
て
い
ま
し
た
。
図
書
館
に
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
あ
る
の
を
知
っ
て
か
ら
は
、

本
を
借
り
て
、
旅
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

７
月
は
「
旅
行
や
交
通
」
を
テ
ー
マ
に
カ

ウ
ン
タ
ー
前
に
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

＊
料
理
が
載
っ
て
い
る
雑
誌
を
い
つ
も
買

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
作
る
の
は
２
、
３
品

だ
け
。
図
書
館
で
本
や
雑
誌
を
借
り
る
よ
う

に
な
っ
て
、
作
っ
て
お
い
し
か
っ
た
も
の
だ

け
ノ
ー
ト
に
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

雑
誌
は
た
ま
っ
て
し
ま
っ
て
大
変
と
い
う

方
に
は
お
す
す
め
で
す
ね
。
図
書
館
で
は

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
・
最
新
号
を
除
く
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

大
人
の
夏
休
み
講
座 

 

　
世
界
に
一
冊
だ
け
の
本
を
手
作
り
し
ま

せ
ん
か
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
ど
な

た
で
も
（
小
学
３
年
生
以
下
は
親
子
同
伴

で
）
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
日
間
と

も
参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。 

 

日
時
（
予
定
）　
８
月
７
日
・
21
日
（
午
後
） 

参
加
費
　
　
　
無
料 

 

※
詳
し
く
は
、来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

綾
町
の
情
報
コ
ー
ナ
ー 

 

　
綾
町
に
関
す
る
出
来
事
な
ど
、
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
情
報
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
綾
町
の
方
が
書
か
れ
た
本
、
役

場
よ
り
発
行
さ
れ
た
資
料
な
ど
も
郷
土
資

料
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

●
●
●

●
●
● 

 
　
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
差
し
上
げ

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。 

 

配
布
期
間
　
７
月
２
日
　
午
前
９
時
〜 

 

※
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

７
月
の
行
事 

●
子
ど
も
映
写
会 

16
日（
土
）  

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
20
分 

ア
ニ
メ
『
三
匹
の
子
ぶ
た
』 

●
お
は
な
し
会 

　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

 ７
月
の
休
館
日 

１
日
（
金
）・
毎
週
月
曜
日
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（
昭
和
地
区
）

（
北
麓
地
区
） 

（
神
下
地
区
）

（
昭
和
地
区
） 

（
神
下
地
区
） 

（
南
麓
地
区
） 

平
成
23
年
４
月
28
日 

平
成
23
年
５
月
11
日 

平
成
23
年
５
月
25
日 

平
成
23
年
５
月
27
日 

平
成
23
年
５
月
30
日 

平
成
23
年
５
月
29
日 

 

1
日
（
金
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」　 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ 

 

バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

用
の
飲
み
物
を
お
持
ち
下
さ
い
。 

生
後
12
ヵ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

6
日
（
水
）
わ
く
わ
く
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
！ 

 

大
き
な
笹
竹
を
準
備
し
ま
す
。
短
冊
に
お
願

い
ご
と
を
書
い
て
飾
り
ま
し
ょ
う
。
材
料
は

準
備
し
ま
す
。
　 

 

 

13
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 

 

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
プ
ー
ル
＆
ソ
ー
メ
ン
流
し 

プ
ー
ル
遊
び
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
し
ま
す
。
水
着
、

タ
オ
ル
、
着
替
え
等
各
自
お
持
ち
下
さ
い
。 

ソ
ー
メ
ン
流
し
も
あ
る
よ
！
（
箸
と
コ
ッ
プ

を
お
持
ち
下
さ
い
。） 

  

27
日
（
水
）
誕 

生 

会 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
７
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

 

対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

　
先
月
植
え
た
さ
つ
ま
芋
の
つ
る
が
ど
ん

ど
ん
の
び
て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
も
少
し
ず
つ

色
づ
い
て
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
、
オ
ク
ラ
、

ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
夏
野
菜
も
順
調

に
育
っ
て
い
ま
す
。
玄
関
の
そ
ば
に
植
え

て
い
る
の
で
、
み
ん
な
楽
し
み
に
観
察
し

て
い
ま
す
。
　 

　
昨
年
は
ト
マ
ト
が
豊
作
で
し
た
。
セ
ン

タ
ー
に
遊
び
に
来
た
女
の
子
が
「
先
生
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
る
！
」
と
言
っ
て
、

自
分
で
収
穫
し
て
お
土
産
に
持
ち
帰
り
ま

し
た
。
後
日
、
お
母
さ
ん
が
話
さ
れ
た
の

で
す
が
、
実
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
大
の
ト

マ
ト
嫌
い
で
、
今
ま
で
一
度
も
食
べ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
か

わ
い
い
孫
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
ト
マ
ト
を

お
い
し
そ
う
に
食
べ
ら
れ
、
家
族
み
ん
な

ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
て
い
る

の
で
、
今
か
ら
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。 

　
暑
さ
に
負
け
ず
に
元
気
に
過
ご
す
に
は
、

規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る
事
が
大
切

で
す
が
、
中
で
も
食
べ
る
こ
と
は
一
番
で

す
。
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
に
、
栄
養
の
あ

る
も
の
を
、
こ
ま
め
に
取
り
た
い
も
の
で

す
ね
。 

 

　
大
き
い
プ
ー
ル
に
、
水
鉄
砲
や
シ
ャ
ボ

ン
玉
も
あ
り
ま
す
よ
。
水
遊
び
の
準
備
を

し
て
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
水
筒
や

帽
子
も
お
忘
れ
な
く
。
　
　
　
　 

 

子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

６
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

お
誕
生 

お
め
で
と
う

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
出
生
届 

　
提
出
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

訂正） 6月号でご紹介した「おがわ そるとちゃん」の字が間違っておりました。 
　　　正しくは、「小川 塩人ちゃん」です。訂正してお詫びいたします。 

 

ご
　 

と
う
　
　
み
　
さ
き 

よ
し
　 

だ
　
し
ょ
う
　
き 

 

み
　  

う
ら
　
こ
う 

　
し 

こ
お
り
　
　
　
る
う
　 

か 

う
わ
　
い
　
　 

さ 

　
つ
き 

こ
お
り
や
ま
　 

み 

ひ 

ろ 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

親子教室「コアラ」～ふれあい遊び 

お す す め の 本  お す す め の 本  

＊＊＊

●●



9

日付 
時間 地区 時間 地区 実施日 実施日 

地　区 診療時間 

無医地区巡回診療 集合場所：各自治公民館 

◎
離
乳
食
教
室 

と
　
き
　
７
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親 

　 ◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
７
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親
　 

　 ◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
昼
） 

と
　
き
　
７
月
８
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
　 

　 ◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
夜
） 

と
　
き
　
７
月
22
日（
金
）午
後
７
時
〜 

対
　
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫
　 

 

※
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

 

　
成
人
の
健
診
・
相
談
な
ど 

　 特
定
健
康
診
査 

と
　
き
　
７
月
20
日
（
水
）
21
日
（
木
） 

対
　
象
　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
歳

　
　
　
　
〜
74
歳
の
方 

 
肺
が
ん
検
診 

と
　
き
　
７
月
27
日
（
水
）
28
日
（
木
）　

　
　
　
　
29
日
（
金
） 

対
　
象
　
40
歳
以
上
の
方
　 

 

＊
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
事
前
に
受
診

　
票
を
送
付
し
ま
す
。 

 

　
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す 

　
綾
町
で
は
、
１
年
以
上
町
内
に
お
住
ま

い
の
方
に
一
般
不
妊
治
療
費
（
検
査
・
治

療
・
手
術
・
人
工
授
精
）
及
び
特
定
不
妊

治
療
費
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 〔
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
〕 

年
度
上
限
十
万
円
ま
で
、
助
成
期
間
２
年
度 

〔
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
〕 

宮
崎
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
の
給
付

決
定
を
受
け
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、
自
己

負
担
額
か
ら
宮
崎
県
の
助
成
金
を
差
し
引

い
た
額
を
助
成
し
ま
す
。
一
回
の
治
療
に

つ
き
十
万
ま
で
、
一
年
度
当
た
り
２
回
を

限
度
に
通
算
５
年
度
ま
で 

　
た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

 

※
詳
細
は
健
康
セ
ン
タ
ー
（
村
岡
）
ま
で
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

　
食
中
毒
に
注
意
を
！ 

　
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

●
新
鮮
な
食
品
を
適
量
買
う 

●
保
存
は
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
に 

●
台
所
・
調
理
器
具
・
食
器
は
清
潔
に 

●
料
理
は
十
分
加
熱
す
る 

　（
目
安
は
中
心
部
が
75
℃
で
１
分
間
以
上
に
） 

●
料
理 

　
・
料
理
は
食
べ
き
れ
る
量
を
つ
く
る
。 

　
・
調
理
後
は
な
る
べ
く
早
く
食
べ
る
。 

　
・
残
っ
た
も
の
は
冷
蔵
庫
に
。 

●
こ
ん
な
時
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う 

　
・
食
べ
物
に
さ
わ
る
と
き
。 

　
・
食
事
の
前
。 

　
・
ト
イ
レ
の
あ
と
。 

　
・
鼻
を
か
ん
だ
あ
と
。 

　
・
ペ
ッ
ト
や
家
畜
に
触
れ
た
あ
と
。 

 

77-0195

健 康 
センター 

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

倉　輪 

広　沢 

21（木） 

22（金） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

金 
火 
木 
金 
月 
火 
水 
木 

1 
5 
7 
8 
11 
12 
13 
14

金 
火 
火 
水 
木 
月 
火 
木 

15 
19 
19 
20 
21 
25 
26 
28

9:30～ 
9:30～ 
13:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

西中坪 
二反野 
宮　原 
東中坪 
麓 
立　町 
昭　和 
北　麓 

古　屋 
中　堂 
神　下 
四　枝 
南　麓 
宮　谷 
揚　町 
上   畑 

※古屋、神下、宮谷、昭和は高齢者講座に参加します。 
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有機農業 
開発センター 
77-0100

「
土
」
の
健
康
状
態
を 

調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

　
み
な
さ
ん
の
農
地
（
田
、
畑
、
樹
園
地
な

ど
）
の
「
土
」
は
健
全
で
し
ょ
う
か
？ 

　
土
の
中
の
養
分
が
不
足
、
あ
る
い
は
過

剰
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
有
機
農
業
開

発
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
で
土
壌
診
断
を
し

て
い
ま
す
。
土
壌
診
断
に
よ
り
適
正
な
施

肥
設
計
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

【
土
の
取
り
方
】 

堆
肥
や
肥
料
を
散
布
す
る
前
の
状
態
で
、

畑
（
田
）
の
四
隅
と
中
央
一
ヶ
所
か
ら
土

を
集
め
よ
く
混
ぜ
て
一
つ
に
し
て
五
百
�

程
度
を
一
つ
の
袋
に
入
れ
て
有
機
農
業
開

発
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

※
袋
・
ラ
ベ
ル
は
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
お
問
合
せ
は
、

有
機
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
（
1

七
七

―
〇
一
〇
一
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

「
綾
夏
ち
ゃ
ん
」
発
売
記
念
イ
ベ
ン
ト 

 

　
綾
町
産
の
日
向
夏
だ
け
を
使
用
し
た
日

向
夏
ド
リ
ン
ク
「
綾
夏
ち
ゃ
ん
」
の
発
売

を
記
念
し
て
、
発
売
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
い
た
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
ド
リ
ン
ク
の
振
る
舞
い
や
、

先
着
１
０
０
名
様
に
ド
リ
ン
ク
１
本
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
販
売
に

限
り
、
送
料
無
料
で
の
販
売
を
致
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

 

日
　
時
　
平
成
23
年
７
月
５
日
（
火
） 

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
（
雨
天
決
行
） 

場
　
所
　
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

価
　
格 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（2

8
0
m
l

×
24
本
） 

１
ケ
ー
ス 

２
、８
０
０
円 

缶（1
9
0
g

×
24
本
）
１
ケ
ー
ス
　
２
、０
０
０
円 

　 

農
地
あ
っ
せ
ん
情
報 

 

　
農
地
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。 

今
回
、
新
た
に
あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
が
あ

っ
た
土
地
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

■
二
反
野
地
区
　
　
畑
　
　
37
ア
ー
ル 

 

※
農
地
購
入
の
際
は
、
譲
り
受
け
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
７
月
８
日
（
金
）

ま
で
に
、
各
地
区
農
業
委
員
ま
た
は
、

開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

廃
プ
ラ
排
出
促
進
事
業
を
行
い
ま
す 

 

　
納
屋
等
に
長
期
保
管
さ
れ
て
い
る
廃
プ

ラ
（
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
廃
ポ
リ
の
み
）
の
排
出

促
進
を
図
る
た
め
、
７
月
か
ら
９
月
の
期

間
に
限
り
、
下
記
の
要
領
で
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
た
だ
し
、
10
月
以
降
は
通
常
処

理
料
金
に
戻
り
ま
す
。 
 

事
業
対
象
　
７
月
〜
９
月
排
出
分
の
廃
プ
ラ 

助
成
単
価
　
廃
ビ
ニ
ー
ル
　
１
円
／
㎏ 

　
　
　
　
　
廃
ポ
リ
　
　
　
３
円
／
㎏ 

助
成
方
法
　
処
理
料
金
徴
収
時
に
助
成
し
、

処
理
料
金
か
ら
助
成
金
を
差
し

引
い
た
額
を
排
出
時
に
負
担 

(

廃
プ
ラ
協
議
会) 

  

綾
の
木
を
使
っ
た
家
を 

造
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

 

　
昨
年
度
よ
り
、
綾
の
木
を
使
っ
た
家
を

町
内
に
建
築
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
建
築

費
を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
補
助
の
額
は
、
建
築
す
る
家
の
床
面
積

（
㎡
）
当
た
り
五
、
四
〇
〇
円
（
上
限
百
万

円
）
で
す
。 

　
ま
た
、
そ
の
家
に
対
し
て
木
材
を
供
給

さ
れ
た
山
主
さ
ん
の
伐
採
費
の
補
助
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。 

　
補
助
の
額
は
、
伐
採
し
た
面
積
（
千
㎡
）

当
た
り
五
万
円
（
上
限
50
万
円
）
で
す
。 

※
補
助
を
行
う
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
詳
し
く
は
、
農
林
振
興
課
（

1

七
七
―
〇
一
〇
〇
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。 

 

●車両が出入りする場所に消石灰を散布しましょう。 
●畜舎入口に踏込み消毒槽を設置し、消毒薬を確認しましょう。 
●動力噴霧器、ジョウロ等を使って畜舎内外に消毒薬を噴霧、散布しましょう。 
●畜舎の清掃、周辺の草刈り等を行い、環境の整備に努めましょう。 
●消毒の日に限らず、飼料運搬等の車両は農場に入る前に消毒を徹底しましょう。 

 
伝染病から家畜の命を守るのはあなた自身です。 
日本一安全・安心な畜産を目指しましょう。 

 

毎月20日は、「県内一斉消毒の日」です。 
畜舎等の消毒を徹底しましょう!

あ
や 

か 
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社会福祉 
協議会 
77-3066

◆ 

赤
十
字
月
間
の
報
告
と
お
礼 

 

　
５
月
の
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
は
、
社

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
自
治
公
民
館
長
・

班
長
の
皆
様
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
様
の

ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
た
く

さ
ん
の
社
員
費
（
６
月
６
日
現
在
で
、
８

０
２
，
９
０
０
円
）
が
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
社
員
費
は
、
日
本
赤
十
字
社
が
行

う
災
害
救
護
活
動
の
ほ
か
、
様
々
な
人
道

的
活
動
を
行
う
為
の
資
金
と
な
り
、
大
切

に
使
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
あ
た
た

か
い
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
綾
町
分
区
で
は
、
ひ
き
つ
づ
き
赤
十
字

の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
今
現
在
、
社
員
で
な

い
方
で
新
規
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
方
や
、

お
問
合
せ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
綾
町
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
日
本
赤
十
字
社
綾
町
分
区 

　
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
　
1

七
七
―
三
〇
六
六 

◆ 

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
入
居
者
募
集 

 

　
綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里
で
は
、

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。 

　
お
部
屋
は
個
室
（
約
16
畳
・
浴
室
・
ト

イ
レ
・
エ
ア
コ
ン
・
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
・
電
磁

調
理
器
付
き
）
で
、
食
事
も
つ
い
て
い
ま
す
。 

　
入
居
条
件
は
60
歳
以
上
で
、
あ
る
程
度

身
の
回
り
の
事
が
出
来
る
方
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
利
用
さ
れ

て
の
入
居
も
可
能
で
す
。 

　
身
内
の
方
で
、
お
一
人
で
生
活
さ
れ
、

食
事
や
火
の
取
り
扱
い
が
不
安
な
方
、
又
、

夜
間
の
緊
急
時
の
対
応
な
ど
日
常
生
活
に

不
安
の
あ
る
ご
家
族
の
方
は
、
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
説
明
に
お
伺
い
し
ま
す
。 

　
入
居
料
金
は
、
本
人
の
収
入
に
応
じ
た

設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
短
期
体
験
入
居
も
で
き
ま
す
し
、
ご
家
族
の

方
も
一
緒
に
宿
泊
で
き
ま
す
。
事
前
に
見
学

予
約
頂
け
れ
ば
、
食
事
体
験
も
可
能
で
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス  

う
る
お
い
の
里 

　
　
1

七
七
―
三
〇
六
六
（
植
田
・
野
村
ま
で
） 

  

◆ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
情
報 

 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
希
望
さ

れ
て
い
る
皆
様
は
、
宮
崎
県
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
①
）
の
、
東
日

本
大
震
災
に
関
す
る
災
害
情
報
を
参
考
に

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
被
災
地
の
最
新
情
報
に
つ
い
て

は
、
全
社
協
被
災
地
支
援
・
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
情
報
（
左
記
②
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

① h
ttp
://w

w
w
.m
k
e
n
s
h
a
.o
r.jp
/ 

② h
ttp
://w

w
w
.s
a
ig
a
ivc
.c
o
m
/ 

 

（
綾
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
） 

◆ 

訪
問
給
食
配
食
事
業
だ
よ
り 

 

　
訪
問
給
食
は
、
在
宅
で
生
活
す
る
高
齢

者
及
び
障
が
い
者
等
の
方
に
、
食
を
通
し

健
康
増
進
や
自
立
し
た
食
生
活
の
保
持
や

利
用
者
の
方
々
の
見
守
り
、
安
否
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
食
材
に
関
し
て
は
、
町
内
産
を

中
心
と
し
た
国
内
産
材
料
を
使
用
し
、
栄

養
士
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
弁
当
の

提
供
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
及

び
高
齢
者
世
帯
の
方
、
障
が
い

者
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。 

利
用
料
　
一
食
　
四
〇
〇
円 

    

　 

      

＊
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
綾
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
1

七
七
―
三
一
四
一 

　
綾
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
1

七
七
―
二
〇
〇
五 

●6月14日昼食メニュー● 
エビチリ、バンサンスー、 
モヤシとニラのポン酢和え、 
中華スープ、キウィ、らっきょう漬け 



地
区 

日
付 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

1 

4 

5 

6 

7 
 

8 

11 

12 

13 

14 
 

15

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 

※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

ペットボトル（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 



地
区 

日
付 

一般廃棄物最終処分場　　がれきやブロック片などの埋立ごみ・火山灰 
（旧）焼却場開場日　　　  古紙・古布類 『午前９時～午後４時』 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（日） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

17 

18 

19 

20 

21 
 

22 

25 

26 

27 

28 

29

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 
燃やせないごみ（黒） 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

古紙 〔雑誌・菓子箱〕 
　　 〔牛乳パック〕 
　　 〔新聞チラシ類〕 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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Information
    

◆
保
険
証
に
つ
い
て 

　
昨
年
７
月
に
、
平
成
25
年
３
月
末
ま
で

使
用
で
き
る
保
険
証
を
送
付
し
ま
し
た
の

で
、
今
年
は
保
険
証
は
送
付
し
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、
一
部
負
担
金
の
割
合
（
１
割

又
は
３
割
）
が
変
更
に
な
る
方
な
ど
の
一

部
の
方
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。 

 

◆
健
康
診
査
に
つ
い
て 

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
７
月
か
ら
（
２
月
末
ま
で
）
町

内
の
医
療
機
関
（
綾
外
科
、
綾
立
元
診
療
所
、

た
ま
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
結
診
療
所
）
で
健

康
診
査
が
受
診
で
き
ま
す
。 

　
保
険
証
を
持
参
の
う
え
受
診
く
だ
さ
い
。

受
診
料
は
無
料
で
す
。 

　
健
康
診
査
は
必
ず
年
１
回
は
受
診
し
ま

し
ょ
う
。 

 

◆
保
険
料
に
つ
い
て 

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料
は
、

年
金
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
て
い
る
方
は
４

月
の
年
金
か
ら
納
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
以
外
の
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
付
さ
れ
る
方
は
、
７
月
か
ら
の
納
付
に

な
り
ま
す
。 

　
年
間
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
込
の
方
に
は
７
月
に
、
年

金
差
し
引
き
の
方
に
は
８
月
以
降
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
福
祉
保
健
課
　
七
七
―
一
一
一
四 

  

 

 

〜
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
！ 

　
宝
く
じ
は
夢
を
か
う
、地
域
の
振
興
を
か
う
〜 

　
今
年
も
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
販

売
さ
れ
ま
す
。
本
宝
く
じ
の
収
益
金
は
各

県
に
お
け
る
販
売
額
に
応
じ
て
配
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
原
資
と

し
て
市
町
村
振
興
の
た
め
の
各
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
為
、
県
内
で
の
購
入

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

 

★
当
せ
ん
金
の
明
細 

　
等
　
級 

１
　
等 

１
等
の
前
後
賞 

２
　
等 

 

★
発
売
期
間
…
平
成
23
年
７
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
７
月
29
日
（
金
）  

★
抽
選
日
…
…
平
成
23
年
８
月
９
日
（
火
） 

★
値
　
段
…
…
１
枚
　
三
〇
〇
円  

（
財
団
法
人
全
国
市
町
村
振
興
協
会
） 

 

　
高
年
者
等
の
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
本
町
に
居
住
す
る
高
年
者
等

が
通
院
等
の
た
め
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

場
合
に
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

今
回
、
四
枝
地
区
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し

た
。
四
枝
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宮
交

バ
ス
路
線
の
廃
止
及
び
町
中
心
地
か
ら
の

距
離
が
２
㎞
程
度
に
な
る
こ
と
か
ら
、
７

月
１
日
よ
り
申
請
（
利
用
）
が
可
能
に
な

り
ま
す
。 

※
乗
車
券
の
ご
利
用
は
１
乗
車
に
つ
き
１
枚
で
す
。 

※
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
を
受
け
る
に
は
申

　
請
が
必
要
で
す
。 

 

2
申
請
・
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
福
祉
保
健
課
　
七
七
―
一
一
一
四 

   

　
中
小
企
業
の
従
業
員
の
福
祉
増
進
と
中

小
企
業
の
振
興
に
寄
与
し
、
町
内
雇
用
の

促
進
を
図
る
目
的
で
町
内
の
中
小
企
業
に

助
成
し
ま
す
。 

《
補
助
要
件
》 

①
中
小
企
業
退
職
共
済
に
新
規
に
加
入
す

る
従
業
員
で
あ
る
こ
と
。 

②
加
入
す
る
被
共
済
者
は
町
内
に
居
住
し
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
。 

《
補
助
金
の
期
間
》 

　
加
入
の
月
か
ら
３
年
間 

　（
平
成
20
年
４
月
加
入
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。） 

《
補
助
金
の
限
度
額
》 

●
掛
金
月
額
五
、
〇
〇
〇
円
の
２
分
の
１ 

　（
１
年
間
三
〇
、
〇
〇
〇
円
） 

た
だ
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
短
時
間
労

働
者
の
場
合
は 

●
掛
金
月
額
二
、
〇
〇
〇
円
の
２
分
の
１ 

　（
１
年
間
一
二
、
〇
〇
〇
円
） 

 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

産
業
観
光
課
　
七
七
―
三
四
六
四 

地　区  
 
倉 輪・ニ反野 
久木野々・竹 野 
尾 立 
 
 
 

上 畑・四 枝 
宮 谷・古 屋 
崎の田・宮 原 
小田爪・杢 道 
割　付 
 

条　件（次のいずれかに該当すること）  
70歳以上の方 
下肢または体幹機能障害…… 
心臓・腎臓・呼吸器・膀胱 
小腸・直腸機能障害　　　 … 
視覚障害……………………… 
療育手帳……………………… 
 
75歳以上の方 
下肢または体幹機能障害…… 
心臓・腎臓・呼吸器・膀胱　 
小腸・直腸機能障害　　　 … 
視覚障害……………………… 
療育手帳……………………… 

 
 
1級～3級 

1級  

1級 
Ａ 
 
 
1級～3級 

1級
 

 
1級 
Ａ 

利用できる事業所  
 
 
 
宮交タクシー㈱ 
綾営業所 
 
 
銀星タクシー㈱ 
野尻営業所 

当
せ
ん
金
額 

  

２
億
円 

  

５
千
万
円 

  

１
億
円 

本
数 

26
本 

52
本 

26
本 
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日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
二

十
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
免
除
に
は
、
全
額
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
３
免
除
、
４
分
の
１
免
除
の
４
段
階

が
あ
り
、
第
１
号
被
保
険
者
で
本
人
、
配

偶
者
、
世
帯
主
の
い
ず
れ
も
の
前
年
の
所

得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の

全
額
又
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

　
免
除
申
請
を
さ
れ
る
場
合
に
は
、
住
民

税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
と
所
得
の
確

認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
申
告
も
れ
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 【
免
除
受
付
期
間
】 

※
平
成
22
年
度
分
（
平
成
22
年
７
月
か
ら

平
成
23
年
６
月
）
免
除
受
付
は
、
平
成

23
年
７
月
31
日
ま
で 

※
平
成
23
年
度
分
（
平
成
23
年
７
月
か
ら

平
成
24
年
６
月
）
免
除
受
付
は
、
平
成

23
年
７
月
１
日
か
ら 

　
く
れ
ぐ
れ
も
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

 

　
保
険
料
の
一
部
が
免
除
承
認
さ
れ
た
場

合
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と

免
除
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。 

　
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

１
免
除
の
場
合
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
免
除
さ
れ
た
期
間

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。 

　
納
付
し
な
け
れ
ば
、
未
納
と
同
じ
に
な

り
、
受
給
資
格
期
間
や
年
金
額
に
も
反
映

し
ま
せ
ん
。 

　
承
認
を
受
け
ら
れ
た
ら
必
ず
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　 

福
祉
保
健
課
　
七
七
―
一
一
一
四 

  

 

 

　
全
国
で
発
生
し
た
住
宅
火
災
の
な
か
で
、

就
寝
時
間
帯
に
逃
げ
遅
れ
て
亡
く
な
ら
れ

る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
全
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。 

　
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
寝
室

及
び
上
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段
に

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
綾
町
消

防
団
で
も
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
に
、
設
置
の
推
進
に
各
家
庭
を
訪
問
し

ま
し
た
。 

　
ま
だ
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
消
火
器
と
あ
わ
せ
て
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
各
家
庭
に
設
置
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
綾
町
消
防
団
） 

2
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
総
務
税
政
課
　
七
七
―
一
一
一
二 

  

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

で
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
検
診
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
料
の
４
割
は
国

民
健
康
保
険
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。
受
診

の
際
は
役
場
福
祉
保
健
課
保
健
推
進
係
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 【
検
診
機
関
】 

◆
野
崎
病
院 

宮
崎
市
大
字
恒
久
五
五
六
七 

1

五
四
―
八
〇
五
三 

◆
市
民
の
森
病
院 

宮
崎
市
大
字
塩
路
二
七
八
三
―
三
七 

1

三
七
―
一
一
一
一 

◆
宮
崎
江
南
病
院
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

宮
崎
市
大
坪
町
西
六
月
二
一
九
六
―
一 

1

五
三
―
八
九
二
八 

◆
古
賀
検
診
セ
ン
タ
ー 

宮
崎
市
高
千
穂
通
二
―
七
―
一
四 

1

二
二
―
二
一
一
二 

 

 

　
昨
年
９
月
か
ら
架
替
工
事
を
行
っ
て
い

た
「
照
葉
大
吊
橋
」
が
、
10
月
５
日
（
水
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。 

　
新
し
い
吊
橋
は
、
安
全
性
の
向
上
に
配

慮
し
つ
つ
、
歩
道
部
分
は
、
以
前
よ
り
も

ス
リ
ル
感
が
増
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
変
更
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

　
オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
神
事
の
後
、
記
念

式
典
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
式
典
後
に

一
般
開
放
さ
れ
ま
す
が
、
式
典
の
日
程
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

【
記
念
式
典
】　
平
成
23
年
10
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
午
前
中
（
予
定
） 

【
一
般
開
放
】　
式
典
終
了
後
（
予
定
） 

 

※
工
事
期
間
中
、「
照
葉
樹
林
文
化
館
」
は
、

　
見
学
で
き
ま
せ
ん
（
日
曜
・
祭
日
を
除
く
）。 

（
産
業
観
光
課
） 

 

　
任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
の
選
挙
が

執
行
さ
れ
ま
す
。 

　
有
権
者
の
方
に
は
入
場
整
理
券
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
持
参
の
う
え
役
場
ロ

ビ
ー
で
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
当
日
は
午
前
７
時
と
午
後
５
時 



14

Information

に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。 

【
投
　
票
】 

日
　
時
　
７
月
11
日
（
月
） 

　
　
　
　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時 

投
票
所
　
役
場
ロ
ビ
ー
会
議
室 

　
　
　
　（
投
票
所
は
町
内
全
域
で
１
ヶ
所
で
す
。） 

【
開
　
票
】 

日
　
時
　
７
月
11
日
（
月
）
午
後
７
時
〜 

場
　
所
　
綾
町
役
場
会
議
室 

【
期
日
前
投
票
】 

　
選
挙
当
日
に
都
合
の
悪
い
方
は
、
次
の

日
時
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。 

※
入
場
整
理
券
を
持
参
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
７
月
７
日（
木
）〜
７
月
10
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時 

場
　
所
　
役
場
ロ
ビ
ー
会
議
室 

（
選
挙
管
理
委
員
会
） 

  

　
７
月
の
水
質
検
査
は
、
７
月
26
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
25
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
、
二
五
〇
円
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
建
設
課
上
下
水
道
係  

七
七
―
三
四
六
七 

  

             

　
商
工
会
女
性
部
で
は
、
夏
休
み
に
学
習

塾
を
開
催
し
ま
す
。 

　
宿
題
を
早
く
終
わ
ら
せ
て
、
夏
休
み
を

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
小
学
生
を
募
集
し

ま
す
。 

　
先
着
順
で
す
の
で
、
早
め
に
商
工
会
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

日
　
時
　
７
月
25
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
10
時
30
分 

場
　
所
　
綾
町
商
工
会
館
２
階 

対
象
者
　
小
学
１
年
生
〜
６
年
生 

定
　
員
　
50
名
（
先
着
順
） 

受
講
料
　
無
　
料 

 

2
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
綾
町
商
工
会
　
七
七
―
〇
〇
一
七 

  

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に
よ

り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
た
だ
い
ま
平
成
23
年
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で

送
付
致
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。 

 

○
募
集
学
生
の
種
類 

●
教
養
学
部 

科
目
履
修
生
…（ 

 

選
科
履
修
生
…（ 

 

全
科
履
修
生
…（ 

 ●
大
学
院 

修
士
科
目
生
…（ 

 
修
士
選
科
生
…（ 

 ○
出
願
期
間 

　
平
成
23
年
６
月
１
日
〜 

　
　
　
　
平
成
23
年
８
月
31
日
　 

2
資
料
請
求（
無
料
）・
問
い
合
せ
先 

　
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
日
向
市
本
町
11
―
11 

　
　（
〇
九
八
二
）
五
三
―
一
八
九
三 

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　h

ttp
://w

w
w
.o
u
j.a
c
.jp
 

 

 

 

　
社
団
法
人 

宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
で
は
、
高
齢
者
の
雇
用
就
業

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
事

業
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
よ
り
委
託
を
受

け
、
各
種
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

①
調
理
補
助
講
習
（
募
集
人
員
20
名
） 

◆
対
象
者 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る

方
で
、
お
お
む
ね
55
歳
〜
64
歳
ま
で
の

高
齢
者
。 

◆
実
施
場
所 

　
宮
崎
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

◆
講
習
期
間
　 

　
平
成
23
年
８
月
18
日
（
木
）
〜
31
日
（
水
） 

◆
締
切
日 

　
平
成
23
年
８
月
３
日
（
水
）
ま
で
必
着 

 

②
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
中
級
）（
募
集
人
員
20
名
） 

◆
対
象
者 

〒 
883- 
8510

６
ヶ
月
在
学
し
、 

希
望
す
る
科
目
を
履
修 

１
年
間
在
学
し
、 

希
望
す
る
科
目
を
履
修 

４
年
以
上
在
学
し
、 

卒
業
を
目
指
す 

 

６
ヶ
月
在
学
し
、 

希
望
す
る
科
目
を
履
修 

１
年
間
在
学
し
、 

希
望
す
る
科
目
を
履
修 
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る

方
で
、
お
お
む
ね
55
歳
〜
64
歳
ま
で
の

高
齢
者
（
パ
ソ
コ
ン
で
の
文
字
入
力
が

で
き
て
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
入
力

経
験
が
あ
る
方
）。 

◆
実
施
場
所 

　
宮
崎
県
技
能
検
定
セ
ン
タ
ー 

◆
講
習
期
間 

　
平
成
23
年
９
月
13
日
（
火
）
〜
22
日
（
木
） 

◆
締
切
日 

　
平
成
23
年
８
月
30
日
（
火
）
ま
で
必
着 

 

2
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先（
①
・
②
共
通
） 

　（
社
）宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会 

　
　
　
　（
〇
九
八
五
）
三
一
―
三
七
七
五 

      

　
専
門
家
を
招
き
、
子
育
て
の
具
体
的
ヒ

ン
ト
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
す
。 

　
当
日
参
加
者
で
保
育
が
必
要
な
お
子
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
保
育
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。 
 

日
　
時
　
７
月
４
日
（
月
） 

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

場
　
所
　
綾
町
公
民
館
２
階
　
大
会
議
室 

 

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
司
会
進
行
役
を
中

心
に
、
参
加
者
全
員
が
自
発
的
に
作
業
や
発

言
が
で
き
、
学
び
や
創
造
・
問
題
解
決
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験
で
き
る
場
で
す
。 

 2
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
（
直
通
） 

　
綾
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
七
七
―
一
一
五
四 

    

　
日
頃
か
ら
地
域
に
お
い
て
活
発
に
活
動

い
た
だ
い
て
い
る
壮
年
会
の
お
父
さ
ん
方

の
健
康
増
進
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
球

技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 
 

と
　
き
　
平
成
23
年
７
月
３
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
８
時
〜 

と
こ
ろ
　
て
る
は
ド
ー
ム 

  

 

　
綾
町
消
防
団
（
清
水
道
雄
団
長
以
下
一

七
〇
名
）
の
夏
期
訓
練
・
操
法
大
会
が
、
行

わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
訓
練
及
び
操
法
大
会
は
、
安
心･

安

全
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町
民
の
生

命･

財
産
を
守
る
と
い
う
使
命
達
成
の
た

め
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
う
も
の
で

す
。
操
法
大
会
で
は
、
操
法
技
術
と
標
的

を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う
発
水
操
法

が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
各
団
と
も
き
び
き
び
と
し
た
レ
ベ
ル
の

高
い
発
水
操
法
を
披
露
し
ま
す
の
で
、
ご

声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

日
　
時
　
平
成
23
年
７
月
10
日
（
日
） 

　
　
　
　
13
時
30
分
開
会 

場
　
所
　
綾
南
川
三
本
松
河
川
敷 

  

　
綾
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
時
　
７
月
24
日
（
日
） 

 

■
み
こ
し 
神
事
（
綾
神
社
に
て
）　
８
時
20
分 

【
南
回
り
】 
綾
神
社
〜
玉
石
〜
上
畑

〜
四
枝
〜
中
堂
〜
宮
谷
〜
揚
〜
東
中

坪
〜
昭
和
〜
役
場
前 

 

■
パ
レ
ー
ド 

役
場
前
〜
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー
前
交

差
点
〜
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
綾
店
〜 

て
る
は
ふ
れ
あ
い
広
場 

 

※
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
て
る
は
広
場
に
て
総

踊
り
を
し
ま
す
。 

 

■
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
時
　
間
　
午
後
６
時
〜
午
後
９
時 

　
場
　
所
　
て
る
は
ふ
れ
あ
い
広
場 

 

Information

（
13
時
出
発
） 

　
　
　
　
　 

（
16
時
着
）
　
　
　   

　
　
　
　 

（
９
時
30
分
出
発
）
　
　
　
　
　
　
　 

（
16
時
15
分
出
発
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
17
時
45
分
着
）　
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

77 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

夏の交通安全 県民総ぐるみ運動 
　７月11日（月）から20日（水）の10日間「夏の交通安全県民総ぐるみ運動」が実施されます。 

　夏休みに入り、行楽などによる交通量の増加や、暑さからくる気の緩みや疲労感などによ

り交通事故がおこりやすくなります。 

　思いやりの心を持ち、交通ルールを守り、一人ひとりが交通安全にこころがけましょう。 

　これからの暑い時期はビール等飲酒の機会も増えてきます。「絶対に、飲んだら運転しな
い、運転する人には飲ませない。」運転する人だけでなく、お酒の席を共にする人、そして、
お店の人、一人ひとりがしっかりと意識することが大切です。 

○酒酔い運転…５年以下の懲役又は100万円以下の罰金 
※運転免許の行政処分点数35点 

○酒気帯び運転…３年以下の懲役又は50万円以下の罰金 
※運転免許の行政処分点数　 

　25点（呼気中アルコール濃度0.25M/R以上） 

　13点（呼気中アルコール濃度0.15M/R以上0.25M/R未満） 

○罰せらるのは運転者だけではありません 
　酒気を帯びていて飲酒運転をするおそれがある者に対して車両を提供した者、飲酒運転をする

おそれがある者に対して酒類を提供した者、運転者が酒気を帯びていることを知りながら自己の

運送を要求・依頼してその車両に同乗にした者も処罰の対象となりますので注意しましょう。 

1 

4 

5 

6 

7 

8 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

19 

20 

21 

22 

25 

26 

27 

28 

29

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

昭　和 

割　付 

久木野 ・々尾立・小田爪 

宮　原 

宮　原 

中川原住宅・中　堂 

四　枝 

四　枝 

上　畑 

宮　谷 

神　下 

昭　和・東中坪 

二反野 

古　屋 

尾　立・竹　野 

杢　道・　麓　 

麓 

麓 

南麓住宅・北　麓 

西中坪・南　麓 

立　町・揚　町 

『ストップ！　脇見　ぼんやり運転』 

１．子どもと高齢者の交通事故防止 
２．飲酒、暴走、過労・居眠り運転等無謀運転の防止 
３．セーフティエコドライブの推進 

スローガン 
 

運　動　の 
重 点 目 標 

 

【参　考】 
飲酒運転は事故を起こさな
くても、運転免許の取消又
は停止の処分になるほか、
次のように罰せられます。 

（綾町交通安全対策協議会） 
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　新築または増改築するために家屋を取り壊したときなどで、その家屋の登記がある場合は法

務局で「滅失登記」をしていただき、登記がない場合は「家屋滅失届」が役場にありますので必

要事項を記入し、提出してください。 

　この「家屋滅失届」の提出後、家屋が取り壊されているか現地確認を経て、課税台帳から削除

し、翌年度から課税されないようにします。 

　固定資産税などは、毎年１月１日現在の所有者である方に課税されますが、「家屋滅失届」の

提出が無いと、実際に取壊しをしていても、その確認が取れず、翌年も課税されることになり

かねません。床面積の大小に関わらず、取壊しがあれば速やかに提出していただくことが必要

です｡ 

　なお、増改築をされたら、家屋の評価額が変わりますが、評価証明が早急に必要な場合でも

家屋調査をしてからでないと発行することができません。増改築された際には役場までご連絡

ください｡ 

 

お問い合わせは・・・・・・ 
　綾町役場総務税政課町税係  177-1113

新築・増改築・取壊しをしたらまず届け出を！ 

使って実感！ ネットで申告「e-Tax」 
　「国税電子申告。納税システム（e-Tax）」では、自宅やオフィス、税理士事務所などから 

インターネットを利用して、国税に関する各種手続の申請または届出等ができます。 

詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。 
URL　http://www.e-tax.nta.go.jp

① 所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙税の申告 
② すべての国税の納税 
③ 納税証明書の交付請求及び法定調書の提出　など 
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第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 第10期 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 

みんなで支えあう 国保  

　国民健康保険は、経済的な心配がなく安心して医療を受けられるように、みんなで
助け合おうという制度です。 
　国民健康保険税（保険税）は、病院にかかったときの医療費や出産のときの一時金な
ど、加入者のために支払われる費用の財源として大切なものです。 
　国民健康保険を安心して利用できるよう、保険税は必ず納期限内に納めてください。 

 
1　平成23年度　国民健康保険税の税率は、次の表のとおりになりました。 

2　国民健康保険税は、世帯主が納めます 
　保険税を納める義務は世帯主にあります。世帯主が国保以外の健康保険（後期高齢者医療保険・
社会保険・共済組合など）に加入していても、世帯の中に１人でも国民健康保険の加入者がいれば、
納税通知書は世帯主に送られます。 

3　国民健康保険税の納期 
普通徴収（納付書や口座振替） 
 
 
 
第１期から第10期の10回に分けて納税していただきます。 
第１期と第２期分は、前年度の国保税額１／10ずつの暫定(仮)徴収です。 
　 

特別徴収（年金から天引き） 
 
 
 
第１期から第6期の６回に分けて納税していただきます。 
第１期から第３期までは、前年度の国保税額を基にした暫定(仮)徴収です。 
 

※医療保険分・・・国保加入者すべての方が対象です。 
※支援金分(後期高齢者支援分)・・・・・国保加入者すべての方が対象です。 
　　　後期高齢者(75歳以上)医療制度の財源として、0歳から74歳までの世帯が支援(負担)します。 
　　　納められた後期高齢者支援金は、後期高齢者医療制度の費用負担の4割分にあてられます。 
　　　平成20年度から課税されることになりました。 
※介護保険分・・・40歳から64歳までの国保加入者が対象です。 

加入者の平成22年中の 
所得に応じて計算されます。 

加入者の平成23年度の固定資
産税額に応じて計算されます。 

世帯の加入人数（被保険者
数）に応じて計算されます。 

１世帯ごとに計算されます。 

年間保険税額の最高は 
77万円です。 

区　分 医療保険分 支援金分 介護保険分 備　　　　考 

所 得 割 額  

資 産 割 額  

均 等 割 額  

平 等 割 額  

課税限度額 

6.31 ％ 

26.7 ％ 

19,600円 

17.800円 

510,000円 

3.07 ％ 

12.20 ％ 

8,400円 

7,700円 

140,000円 

2.22 ％ 

10.05 ％ 

9,000円 

5,500円 

120,000円 
・・・
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4　国民健康保険税の軽減制度 
　 

◆低所得者に対する軽減制度 
　低所得者の国民健康保険税の負担を軽くする制度があります。 

　基準に該当する世帯は、国民健康保険税のうち「均等割」と「平等割」が軽減されます。 
　 

◆２割軽減該当世帯からの申請の必要はなくなります 
　例年、納税通知書と一緒に２割軽減対象者の方に申請書をお送りし、申請に基づき軽減を決定してい

ましたが、平成20年度から申請の必要がなくなりました。７割、５割軽減の方と同様、該当世帯は自動

的に軽減されます。（該当の世帯は、納税通知書の課税明細書、軽減額等の区分の欄に表記（７割、５割、

２割と）されています。 
　 

〈参考〉世帯の総所得金額で見る軽減早見表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

◆平等割で賦課される国民健康保険税の軽減 
　世帯員が、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行することによって単身世帯になる場合には、

５年間「医療分」と「支援金」にかかる平等割が半額になります。 
　 

◆75歳以上の方が、国保以外の健康保険から、後期高齢者医療制度に移行することにより、その
　被扶養者(65歳～74歳)が国保に加入する場合 
　申請いただければ2年間保険税が減免されます。該当世帯には、役場から申請書をお送りしますので、

必ず提出してください。 

5　どうしても納付が難しいときは？ 
　災害や収入の激減など特別な事情で保険税の納付が著しく困難な場合は、申請により分割納付や保険

税が減免される制度があります。詳しくは町税係へご相談ください。 

 

 

　所得が一定以下の世帯が受けられる国民健康保険税の軽減や減免は、世帯の中に
一人でも所得税または町民税の申告がされていないと適用が受けられません。申告
がされてない方は、昨年中の収入や生活状況を申告してください。 
　収入がなかった方も申告が必要です。 
 

（文書取扱 総務税政課 町税係） 

 

１人世帯 

２人世帯 

３人世帯 

４人世帯 

５人世帯 

７割軽減世帯 

0～330,000 

0～330,000 

0～330,000 

0～330,000 

0～330,000

５割軽減世帯 

 

330,001～ 575,000 

330,001～ 820,000 

330,001～1,065,000 

330,001～1,310,000

２割軽減世帯 

330,001～ 680,000 

575,001～1,030,000 

820,001～1,380,000 

1,065,001～1,730,000 

1,310,001～2,080,000
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A y a  T o p i c s

日付/曜日 てる はドーム  錦原サッカー場 てる は 広 場  錦 原 野 球 場  

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

（月） 

（土） 

（日） 

（土） 

（日） 

2 

3 

9 

10 

16 

17 

18 

23 

24 

30 

31

第6回ミヤベイ直販カップ（少女バレー） 

　　　〃　　　　/壮年会レクレーション 

天皇杯皇后杯全日本バレーボール選手権大会 
 

第47回宮崎県スポーツ少年団中央大会（バレーボール） 

第47回宮崎県スポーツ少年団中央大会（ミニバスケットボール） 

てるはドーム杯小学生～一般ABC大会（バドミントン） 

綾少女バレー 

 

県知的障害者施設協議会職員交流レクレーション 

綾・さわやか杯ソフトバレーボール大会 

 

プリンスリーグ 

 

 

プリンスリーグ2部 

 

 

大阪リップエース  合宿 

U-18県リーグ 

西宮高校  合宿 

 

 

宮東リーグ 

 

社会人県リーグ 

 

宮崎大学医学部サッカー部 

 

夏祭り準備 

夏祭り 

綾ヤンキース 

 

綾ヤンキース 
 

日本少年野球読売旗争奪
宮崎県大会 

 

JA宮崎社会人野球合宿 
 

 

綾ヤンキース 

食と農の絆づくりコンクール最優秀賞受賞 
 

　5月 20日（金）に、「みやざきの食と農を考え
る県民会議」が行う「食と農の絆づくりコンクール」
において、ＪＡ綾町青年部が取り組んでいる食育
活動が最優秀賞を受賞しました。受賞おめでとう
ございます。 

宮崎県民総合スポーツ祭 
 

　みやざき県民総合スポーツ祭が６月11日（土）、
宮崎市の県総合運動公園などで開幕しました。 
　木の花ドームで行われた開会式に、東諸県郡体
育協会代表として、綾町のグラウンドゴルフチー
ム22名が参加しました。大会結果については、来
月の広報でお知らせいたします。 
 

優勝おめでとうございます 
 

　5月15日（日）に行われました宮崎ねんりんピ

ック2011において、小森泰郎さん（麓地区）が

剣道の 65 歳～

69 歳部門にお

いて見事優勝さ

れました。おめ

でとうございま

した。 

町政座談会  
 

　５月９日（月）から6月30日（木）にかけて、「町
政座談会」が各地区で開催されました。町政座談
会では、最初に健康講座で、健康診断受診につい
ての話があり、その後、前田町長による平成23年
度予算説明がおこなわれました。説明の後は座談
会があり、道路改修、ゴミ収集、教育、防犯に関
する事など各地区住民から多くの町政に対する質
問や要望が出されました。 
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還暦記念“水汲み場設置” 
 

　５月に、昭和40年度綾中学校卒業生より、還暦
記念として、綾手づくりほんものセンター前の名
水庭園に水汲み場が贈呈、設置されました。水汲
み場は石を削ったものでできており、水を汲みや
すいようになっています。今後、さらに多くの方
が名水庭園を利用され町民にとってもさらに親し
みのある場所になることを願います。 

小学校田植え 
 

　6月 14日（火）、綾小学校5年生の生徒がお米

学習ということで、田植えを体験しました。 

　田植えは綾町ＪＡ青年部の皆さんの指導のもと

おこなわれ、子ども達は、水田に素足で入り、1

本1本丁寧に苗を植えていました。 

　秋には同じ場所で子どもたちが稲刈りを体験す

る予定です。 

　すくすくと育ち美味しい「綾っ子米」ができる

ことを期待します。 

交通指導員のお知らせ 
 

　交通指導員として、引き続き前田晃一さん（南麓）

に委嘱状を交付いたしました。児童の通学路にお

ける交通安全の確保や、交通安全に関する広報活

動の推進をしていただきます。 
（町民生活課） 

 

 

綾っ子歯っピー大会 
 

　６月３日（金）、高年者研修センターで「綾っ子

歯ッピー大会」が開催され、町内の保育所・幼稚

園児、保護者等約200人が参加しました。 

　大会では、今春の歯科健診で虫歯のなかった園

児106人に「綾っ子歯ッピー大賞」、昨年から虫

歯が増えなかった30人に「綾っ子歯ッピー準大賞」、

治療が済んだ47人に「綾っ子歯ッピー賞」が贈ら

れました。表彰後にはアンパンマンの劇もあり、

子ども達は楽

しく、歯の大

切さや、歯磨

き習慣を学ん

でいました。 

 



日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

7月 くらしのカレンダー 
230-7383 

275-2115 

277-2512 

282-0033 

275-2104 

275-3300

結い診療所………… 

海老原病院………… 

たまきクリニック… 

小室医院…………… 

山下医院…………… 

八代医院…………… 

3日 

10日 

17日 

18日 

24日 

31日 

の日曜在宅医 7月 

■編集・発行／綾町役場 企画財政課 
〒880-1392 綾町大字南俣515番地 
TEL 0985-77-1111（直通:77-2948） FAX 0985-77-2094 
ホームページ　http://www.town.aya.miyazaki.jp/ayatown 
Ｅメール　ayatown@town.aya.miyazaki.jp

親子教室「コアラ」 

 

中学校日曜参観 
第42回壮年会球技大会 
在宅医　結い診療所（230-7383） 

中学校振替休日 
ありがとう子育てワークショップ 

子牛セリ市（～６日） 
自治公民館長会 
「綾夏ちゃん」発売記念イベント 

高年者クラブ会長会 
綾光学園講座 
わくわく広場 
廃ビニール回収日 

 

 

 

消防団夏期訓練･操法大会 
在宅医　海老原病院（275-2115） 

教育委員会 
夏の交通安全県民総ぐるみ運動（～20日） 
農業委員選挙 

 

ゆったり子育て教室 
廃ポリ回収日 

 

綾町工芸コミュニティ協議会総会 

綾ふるさと交流会 

在宅医　たまきクリニック（277-2512） 

海の日 
在宅医　小室医院（282-0033） 

 

小・中学校終業式 
献血  
廃ビニール回収日 

 

 

 

綾ふるさと夏まつり 
在宅医　山下医院（275-2104） 

 

 

綾中学生シンガポールホームスティ（～8/2） 
誕生会 
廃ポリ回収日 
民生委員会 
韓国鎮安郡訪問（～30日） 

 

 

 

小学校登館日 
在宅医　八代医院（275-3300） 

 9 ：30～11：30 

 

 
 8 :00～ 
 

 
 9 ：30～11：30 

 9 ：15～ 
13:30～ 
10:30～ 

13：30～ 
 9 :00～ 
 9 ：30～11：30 
13：30～17：00 

 

 

 

9:30～/13:30～ 
 

13：30～ 
 
 7 ：00～18：00 

 

 9 ：30～11：30 
13：30～17：00 

 

17：00～ 

 

 

 
 

 

 
 9 ：30～16：30 
13：30～17：00 

 

  

 

 9 :30～ 
 

 

 

 
10：00～11：30 
13：30～17：00 
 8 ：30～ 
 
 
 
 
 
 

子育て支援センター 

 

 
綾てるはドーム 
 

 
町公民館 

中央家畜市場 
綾小学校 
ほんものセンター駐車場 

高年者研修センター 
町公民館 
子育て支援センター 
ＪＡ選果場 

 

 

 

三本松橋下流河川敷 
 

町公民館 
 
役場ロビー会議室 

 

子育て支援センター 
ＪＡ選果場 

 

綾川荘 

大阪市 

 

 
 

 

 
ほんものセンター 
ＪＡ選果場 

 

 

 

みこし町内南まわり 
 

 

 

シンガポール 
子育て支援センター 
ＪＡ選果場 
綾小学校 
韓国鎮安郡　　　 
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日 
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水  
 

木 

金 

土 

日 
 
 
月 
 

火 

水  

木 

金 

土 

日 

月  

火 

 
水 
 

木 

金 

土 

日  

月 

火 

 
 
水 
 
 

木 

金 

土 

日 
 川中神社堂宇  

　川中神社のお堂は木造板金葺きで

室町末期の古風な建築様式を残して

いる。堂内にはアカギレなどが治る

ようにと願い奉納された参拝者のわ

ら草履が多数残っている。 

未来へ残そう！ 

日向あじさい（ヒュウガアジサイ） 
　今年も町内某所に咲いていた「日

向あじさい」。今では、非常に貴重

な植物となっています。 

7月は、　　　　　　　 
固定資産税2期　　 
国民健康保険税3期 
　　　　　　の納期です。 

納期限は8月1日（月）です。 

今月の一枚 


